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特 集論 文

屋 久島の 二 型 ア クセ ン ト

ー 自発談話音声資料の韻律分析一

児　玉 望 ＊

　　　　Two −pattern　Accent　Systems　in　Yakushima ：

Prosodic　Ana星ysis　Based　on 　Corpora　ofSpontaneous 　Speech

Nozemi 　KODAMA ＊

SUMMARY ：ln　this　study ，　cont1
・
astive　tones 　in　six 　dialects　ofJapanese 　spoken 　in　Yakushima　are　analysed 　as

lexical　tonc　systems 　in　svhich 　either　ofthe 　tw
’
o　d｛stinctive　tone　contours 　realizes　an　accentual 　phrase　accord −

ing　to　thc　tonal　feature　ofthe 　initial　word 　of 　the　phrase．　Given　that　spontaneous 　speech 　data　are　available

fbr　analysis ，　a　special 　l’ocus 　of　this　study 　is　the　presence　of 　the　right 　edge 　tones　in　both　contours 　in負ve　oL且t

ofthe 　six　dialects，　a 　feature　shared 　by　the　Kagoshima　and 　Tanegashima　dialects．　A 　tentative　reconstruction

ofthe 　three　hneages　is　presented　on 　the　assumptien 　that　the　charactel ・jstic　LHL 　on 　the　left　edge 　ofthe 　type　A

centeur 　in　Yakushima 　is　an 　innovation　rathcr　than　a　case 　ofretention ，
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ド ：二 型 ア クセ ン ト，屋久島 ア ク セ ン ト史．語声調、宮之浦方言

1．概要

　鹿児島県屋久島の 方言の うち，永田，宮之 浦，

楠川，安房里，尾 之 間，栗生 の 6方言 を．自発談

話音声資料 に 基 づ い て 語 声調 的 な （ア ク セ ン トの

位 置の 固 定しな い ）型 の 対立をもつ 二 型 ア ク セ ン

トとして 分析 し，同様 な類型 に属する鹿児島県本

土及 び種子島の 二 型ア ク セ ン トとの 系統分岐 に関

す る仮説 を提示す る 。

2．先行研 究

　屋 久島諸方言 は，九州西南部の 、型 ア ク セ ン ト

の 成立 と の 関係 で 早 くか ら注意が 向け られ て き

た 。 特 に，注 目 され た の が 宮之 浦方言 で あ る。

2 音節名詞 の類別語彙の 分布で は，九州西南部 の

二 型アク セ ン トは第 1類 ・第 2 類 が平 山輝男氏 の

図 1 屋久島

A 型，第 3類 〜第 5 類が B 型 に対応す る 。 金 田
一

春彦 （1954）の 九州ア ク セ ン トの 系統分類 は，九

州西 南部の 方言の 多 くに ，B 型文節で 「直後に くア
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ク セ ン トの 瀧 〉が あ り」助詞が 接続す る と 「高」

が 助詞 に移動する の に対 し，宮之 浦方言で は B 型

で 助詞が 低接 し名詞側の 「高」が動かない 点に着

目 し，こ れ を九州西 南 部他方言の 「高」が移動す

る 型の 先行段階 と推定 して ， こ れ らの 型 と，同様

の 「高」の 移動が あるが 〈ア ク セ ン トの 瀧 〉を欠

く京阪式 ア ク セ ン ト （2 音節名詞第 4 類）との 直

接の 関係 を否定 した 。

（1）2 音節名詞
1）

　 鹿児島 A 型 　［○ ］O

　　　　　 B 型　○ ［○ ］

　 宮之浦　A 型 　［○ ］O

　　　　　 B 型　○ ［○ 】

○ ［○ ］▽

○○ ［▽

［○ ］○▽

○ ［○ ］▽

　 1音節や 3 音節以上の 名詞 や動詞 を含む屋 久島

多地 点 の ア ク セ ン ト報 告 と して は
T 上 村孝 二

（1966），平山輝 男 （1969），木部 暢子 （2000）が

あ るが ，い ずれ も宮之浦 方 言の B 型で 1 音節 の

助詞が接続 した 場合 に助 詞が低接する こ とが記述

され て い る 。

（2）先行研 究と調査地点

　 上村 （1966）永田，一湊，宮之浦，安房，尾

　　　　　　　 之間，平内，栗生

　 平 山 （1969）
一

湊，宮之浦，小瀬 田、尾之間

　 木部 （2000）永田，吉田，
一

湊，志戸子，宮

　　　　　　　 之浦，原 ，尾之 間，平内，仲 間．

　 　　　　　　 栗生

（3）3音節名詞

　 鹿児島　A 型 　○ ［○ ］O

　　　　　 B 型　00 ［○

　 宮之浦　A 型　［○ ］○ O

　　　　　 B 型 　00 ［○

○○ ［○ ］▽

○○○ ［▽

［○ ］○○▽

○○ ［○ ］▽

（4）尾之 間方言の分析例

　 上 村 （1966）

　　　 A 型 ［○ ］○ 　［○ ］○▽
〜○ ［○ ］▽

　　　 B 型 　○ ［○ 　　○○ ［▽

　　A 型 ○ ［○ ］○ 〜
［○ ］○○ （希） ○

　　　　 ［○ ］○▽

　　B 型 　○○ ［○ ○○○ ［▽

平山 （】969）

　　A 型 　［○ ］O

　　B 型 　○ ［O

　　A 型 　○ ［○ ］O

　　B 型 　○ ［○○

木部 （2000 ）

　　A 型 　［○ ］O

　　B 型 　○ ［O

　　A 型 　○ ［○ ］O

　　B 型 　○ ○ ［○

○ ［○ ］▽

○ ［○▽

○ ［○ ］○▽

○ ［○○▽

○ ［01 ▽

○○ ［▽

○ ［○ ］○▽

○ ○○ ［▽

　 こ れ ら の 研究は ．・．型 化 して い る平内方言 を除

きこれ らの 方言が すべ て鹿児島方言 と同系の 二 型

ア ク セ ン トで ある とい う分析の ほか に ，宮之浦方

言 で は A 型で も助詞 の 接続 に よ り名詞側の ア ク

セ ン トが動か な い こ とに着目 し，A 型 ・B 型 の い

ずれ の 型で も助詞接続に よ り 「高」の 移動する鹿

児 島方言や ，B 型や A 型 の
一部 の み で 移動す る

屋 久島の他方言 との 問の 史的関係 を論 じて い る 点

が共通する。

（5）先行研究 の 系統仮説

　 上村 （1966）鹿児島方言 を祖 形 と し，ア ク セ

　　　 　　　　 ン トが移動 しな くなる方向

　 平山 （1969）九州東北部方言か ら宮之浦方言

　　　 　　　　 を経 て ア ク セ ン トが 移動 す る

　　　　　　　 方向

　 木部 （2000）1 音 節名詞の 弁別喪失 で 分岐

　　　 　　　　 それ ぞれ 1固定型」か ら 「移動

　　　 　　　　 型 」へ

　1音節名詞 とそれに助詞が接続 した形で型 の弁

別が な い とい う報告が ある の は，宮之浦．安房，

尾之間，仲間，栗生 の 各方言で ある 。

　こ れ らの 研究に もうひ とつ 共通する の が ，宮之

浦方言に お ける，B 型で 助詞がつ い た場合の 実現

形の 揺れ へ の 言 及で あ る。つ ま り，宮之浦方言で
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も B 型で 1音節 の 助 詞が 接続 した場 合に 助詞 の

側に 「高」が移動す る発話が 観察 され て い る の で

ある が，こ の 分布の 判断 は論者 に よ っ て 異 な る 。

上 野善道 （1984，　pp．　172−173）は，こ の 宮之 浦方

言の揺 れ を取 り上 げ，二 型 ア ク セ ン トで あ りなが

ら N 型 ア ク セ ン トの
一般特性 を満た さな い 体系

と鹿児 島方言 の よ うな 「真性二 型 アク セ ン ト」体

系との 問 の 揺れ として，類型変化の プ ロ セ ス の 于

が か りとな りうる か もし れ ない と示唆 する。

3．談話音声資料に よ る分析

が必要 となる など、文脈 に よ っ て イ ン トネ
ー

シ ョ

ン 的環境 を推定で きる 自発談話 と比 べ て 調査票調

査が 効率 的で ある とは必 ず し もい えない
。 また，

ある方言に特 に 条件付けの な い 自由変異 として の

揺れが ある場合に は，談話音声資料の ほ うが容易

に それ を確認で きる。 こ の 種の 揺 れ は，屋 久，島諸

方言が 「語声調」で あ るな らばそ の 特徴 として予

想され うる と考えた、，こ の 点につ い て ，吹上 RJ
．
方

言 に つ い て の 記述分析で あ る上野 （1992，p，110）

で 記述 され た，鹿児島 方言 と も共通の A 型 ア ク

セ ン トの 実現 の 揺れ を例 に説明す る 、t

3．1　問題の 所在

　こ れ らの 先行研究 か ら，明 らか にす べ きで ある

と考 え られ る問題 は 3 つ あ る 。

（a）宮之 浦方言 B 型 の ア クセ ン トの単位は「単語」

　　か 「文節」か。

（b）屋 久島諸方言 A 型は ，「文節頭部固定型 」で

　　あ っ て B 型 や鹿児 島方言 A 型の 「文節 末部

　　固定型」 と は異 なる とい っ て よい か 。

（c）先行研究で 確認 され る 「揺 れ」をど う説明す

　 　 るか。

　〔a） に つ い て は，1 音節助詞 だけ で は な く，他

の 助詞や助詞 連続が 名詞 に接続する場 含の デ
ータ

を補完 し て 分析す る必要が あ る 。 （b）は，上 野

（1984）で （真性）N 型 ア ク セ ン トの 特徴 と して

挙げ られ て い る
「

文節表示機能」 との 関係 で 重要

であ る 。 「文節頭部固定」 と 「文節 末部固定」が

混在する 体系で は，「文節頭部 固定」 と 「文節 末

部固定」の 文節が こ の 順 で 連続す る場合に （の み ）

文節境界が ア クセ ン トに よ っ て は明示 されない こ

とが予想 され る v こ の 点 を確認で きる よ うな連文

節 の デ
ータ が な い

。

　調 査票調査 で は な く談 話音声資料 を用 い た の

は，（b） と （c）の 問題 の ため で あ る 。 二 型 ア ク

セ ン トで あ る こ と，語の 型所属 な ど文節以下 の レ

ヴ ェ ル に 関 して は先行研 究 の 分析 に ほ ぼ依存 して

資料 を解釈 した。（b）を明 らか にする ため の 連文

節調査 は，調査票 調査 も可 能で ある が，連文節 の

イ ン トネー
シ ョ ン の 斉 一 1生を確保する ため の 工 夫

（6）バ ネ［ム ー
ン ］］

〜ハ ［ネ］ム ーン 　ハ ネ ［ム
ー

　　ン ］ガ （上 野 1992，例 42）

　A 型文節の 末音節が 下降調 に なる の は，こ の 「3

モ ーラ 」音節の揺れ と，文節が音節 の 長 さに関 わ

らず 1音節の と きであ る 。 こ れ は，「語声調 、と

して の 鹿 児 島 方 言 ア ク セ ン トの A 型 で 「固 定」

して い る の は H （高）と L （低）の声調が 文節末

に こ の 順 で 現われ る こ とで あ り，そ れが末音節内

で 完結 して 下降調 （HL ） と し て 実現す る か，次

末 音節 の 高平調 （H） と末音節の 低 （L ）と して

2音節 に わ た っ て 実現す るか は，文節 の 音節構造

に よ っ て 決定され ，「3 モ
ー

ラ」 末音節 を もつ 多

音節文節は こ の 両方が可能 な場合に相当す る，と

分析で きる 。 宮之浦方言で 観察 され る揺れも．こ

の 種 の 声調の 音節分布の違 い に よる揺れ と して説

明で きる こ とを次節で 詳述 する。

　また，早 田 （1985，pp．7−9）で は，位 置 の ア ク

セ ン トと して は有意味でな い 下 降調 を含む同
一の

音声デ
ー

タに対 し下 降位置の 判断が 揺れ る こ との

説明 と して ，「語声調的」な博 多方言の 話者が こ

の 下降調 に反応 した可能性が あ る と して い る。 こ

れが正 しい とすれば，「位 置」 の 判断 に揺 れが あ

る よ うな語声調方言 の デ ータで は，ピ ッ チ 曲線が

有意味で な い か，ピ ッ チ分 析で検証 する必要が あ

る こ とに なろ 5 ，，

　以上 の 観点か ら，談話 資料 を用 い ，長 い 文節 を

中心 と した先行研 究 の 分析 か ら 予想 さ れ る実現形
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の 確認 対訳 を参照 して 川上秦氏の 「句」に対応

す る と考え られ る連文節構 造 で の 文節境 界の 分

析，談話中の 頻出語彙に つ い て 揺れ の 有無の 確認，

揺れが ある場合の ピ ッ チ 曲線の 確認 を中心 とする

分析を行な っ た 。

3．2　宮之浦方言の 分析例

　宮之 浦方言の 資料 と して 用 い た の は，日本放送

協会が全 国方言資料の
一

環と して公刊 した 10分程

度 の 録音で あ る。全 国方言資料 カ セ ッ トテ
ープ 版

を PCM 音源 にデ ジ タル 化 した もの を用 い ，　 Praat

に よる ピ ッ チ を中心 とした波形分析 を行な っ た 。

3．2．1　A 型文節頭

　宮之浦方言 の 多音節語 A 型 が
「

頭 高型 」で ある ，

とい う先行研究に共通す る分析は，資料で ほ ぼ確

認する ことが で きるが，後述す る ように例外 もあ

る。旬頭位置
2｝

で の 波形分析で は，こ の 頭 音節が

短 い 場合で も一
貫 して 上昇調が 観察 され る 。 こ れ

は東京方言の 句頭 の 頭高型名詞で観察 され る もの

（早田輝洋 1999，Jll上蓁 1984）と似 て い る 。

　頭音節が長音節で ある場合の 記述 は，先行研究

によ っ て下降調 とする もの と高平調 とする もの が

あ る。資料で は，下降調に聞こ える例 はな く，全

（
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図 2　［［マ ］メ ］フ ッ ］テ 「まみ れて」自由会話 152”

体が 「高」に聞こえ るが ，波形は上 昇調に なっ て

い る 。 東京方言 で 「語頭 に長音節が 来た場合は T

主観的に は語頭 の 「低」は な い よ うに 聞 こ える （早

田 1999，p．268）」 とされ る場合 と同様で ある 。

　頭音節の 上昇調 （LH ） は音節 の 長 さに関 わ ら

な い が ，H か ら の 下 降は LH の 長 さに よ り異 なる 。

頭 音節 が短 い と次音節 の H が維持 され，次音節

が 短 く後 続 音 節 が あ れ ば 3 音 節 目で 下 降

（LH −H −L），そ うで なけれ ば次音節 内の 下 降調 と

な る （LH −HL ）。 頭音節が長 い と次音節 冒頭か ら

下降す る （LH −L ）。い ずれ も頭 高で あ る が，頭音

節が 短い 場合は次音節も高い ため，音節数が 多い

文節で は頭 2 拍が高い 印象となる 。

　A 型が頭高にな らな い 場合 は，平山 （1969 ）に

頭音節が 無声拍 の 場合，次音節が 短ければ 「高」．

長けれ ば 「高低」の 記述がある 。 こ の実例は ，資

料 に も多い
。

（7）キ ［コ ］ゴ ］タ

ヒ ［ト］ナ ］ミ

フ ［タイ ］］ナ ］ガ

シ ［コ
ー

］］タ

「聞 きた くは」

　　　　　（自由会話 1）

「人並み に」

　　　　　（自由会話 2）

「二 人なが ら」

　　 （あい さつ 8 祝儀）

「作 っ た」

　　 （あ い さつ 6 送 り）

　以上 の 例か ら宮之浦方言 A 型 の 文節頭に 固定

して い る と仮定 され る声調 連続 は，LHL で あ る。

頭音節全体が有声で あれ ば，音節の 長 さに関わ ら

ず LH は こ の音節内に 上昇調 と して 実現 し，「高」

と聞かれ る。頭音節が無声の場合，こ の 音節 は L

とな り，次音節が 短 くか つ 全体 で 3 音節以上の 長

さが あれ ば L −H −L と 3 音 節 に わ た っ て ，そ うで

な ければ L−HL の 2 音節で ，　 LHL が実 現する 。

　頭 高 に 聞 こ えな い 以 下 の 語 例 は， い ず れ も

LHL の 実現形 と解釈で きる例 である 。

（8） トッ ［ビ ョ
ー

］］トイ ］］　「トビウオ獲iりゴ

　　　　　　　　　　　　　　　（自由会話 2）
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ア ッ ［キ ェ ］］ハ テ ］テ

cf．［［タ ツ ］ツ 1ケ

「あ きれ果て て 」

　　　 （自由会話 1）

「た きつ け」

（あい さつ 6　迎 え）

　頭音節が促音を含む場合 も波形に 上昇 調 はある

が，高 い 部分が消 えか つ 次音節 に下 降調が ある と，

L −HL と解釈で きる ピ ッ チ 形 とな る 。 次音節が無

声 なら頭高型で ある c

（9）ハ ［タ ッ ］カ ］タ　 「働 き方」

　　　　　　　　　　　　　（あい さつ 3　道で ）

　　ア ［ガ ツ ］ドコ イ ］ジ ヤ

　　　　　　　　　　 「上 が る ど こ ろ で は羽

　　　　　　　　　　　　　　　 （自由会話 2）

　次音節が 後半に促音 を含む場合，次音節は下 降

調を取るが ，低 い 部分が無声 とな り，聴覚的に は

頭音節よ り次音節の 有声部分 が高 く聞 こ える 。

　A 型 が頭 高に聞 こ えな い 場合 にイン トネーシ ョ

ン が 関与す る場合 もある ． 重複型 オ ノ マ トペ に は

反復部で ピ ッ チ 下 降 の ある 型 とな い 型が み られ る

が，反復直前の音節の 母音が長母音化 した語形で

は，頭音節が短い 場合 に は次音節が長 い 高平調 で

実現 し，長 い 1音節の 重複で は，前半が高平で は

な くは っ き りした上 昇調 に聞 こ える音形 で 現 れ

る 。 こ の 型 も，冒頭部へ の LHL と して ，　 A 型 の

実現の
一

種 とみなす こ とがで きる 。

（10）べ ［チ ャ
ー

］グ ワ ］チ ャ 　 　 （自由会話 1）

　　 ［［ド
ー

ン ］ロ ン 1］　　　　　 （自由会話 1）

　　　　　　　　 cf．ブ ラ
ー

ブ ］ラ （自由会話 1）

3，2．2　 B 型文節末

　資料 の 自由会話 1 「雨 と 日照 り」 に は，B 型

2 音節 の ア メ 「雨 」の 語例が頻出 し揺れが観察で

きる 。 ア ク セ ン トの 単位 と して は 2 音節単独 で の

出現 3 音節以上の 文節で の 出現形に 分け られ る 。

前者 で は安定 して 「低 ・高」に聞 こ えるが，後者

で は ，文節末の 1音節 （すべ て 助詞 ）だけが 「低」

とな る もの と文節末音節 （助詞 ノ，ト，二 ，コ ソ ）

ま で こ の 「低」が現わ れない もの に 分か れ る 。 た

だ し，波形をみ る と後続文節が低 く開始 され る も

の 以 外で も音節 末に ピ ッ チ下降が あ る も の が 多

い 。 た とえば．ア メ ユァ メ ］ア メ ］］「雨，雨，雨」

の 連呼で は，最後の メ で も音節末に鋭い 下 降曲線

が現 われ る 。

　こ の こ とか ら，B 型文節末の 固定 した声調連続

は HL で ある と考える 。 2 音節 の B 型文節で は こ

の HL は音節 の 長 さに関わ らず次音節内に 現われ

「高」 と聞か れ る 。 3音 節以上 の B 型文節 で は，

次末音節 H と末音節 L の 2 音節 にわ た っ て 実現

す るか，末音節内で の 下 降調 と して 実規するか の

問で の 揺れ が あ る と仮定すれ ば B 型 文節語例の

末音節 ピ ッ チ はほぼ説明で きる 。 文節が付属語を

含 む場合 も含 まない 場合 も，「低」 は 1音節以 内

で あ り，こ の 文節末音節が長 い 場合に は ，下 降調

が 聞 きとれ る場合と音節全体が 「低」に聞こ え る

場合 とが あ る 。

（11） ヨ ナ ］カ

　　 フ ロ レ ］モ

トーシ カ
ー

］］

「夜中」　　 （自山会話 2）

「風 呂で も」

　　 （あい さつ 6 迎 え）

「年か ら」

　　（あい さ つ 7　不祝儀〉

ナ ナジ ュ
ーエ ン ］］（ス ッ ）

オ ヤ コ ナ ］ガー

「七 十円 （する）」

　　 （あ い さつ 4 　買物）

「親子 なが ら」

　　 （あ い さつ 9 祝儀）

　2 音節の B 型文節は ○ ［○で揺れが な く，○ ］○

に 聞 こ え る 2 音 節 A 型 と弁 別 さ れ る が ，A 型

LH −
（H ）L ，　B 型 L−HL と表記で きる こ の対立は，ピー

ク として の H の 位置の 対立であ っ て，文節頭か ら

H まで が上 昇調，H か ら 文節末まで が 下 降調 とな

る 点は共通 で あ る 。3 音節以上 の 文節で は A 型の

H が頭音節末よ りは後 ろにない ため，B 型 の H の

位置の揺れ幅は大きくて よ い が，こ の 揺れ は，ピ ッ

チ 下 降開始が 文節末の どの 位置で 開始す るか ．と
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い う，連続的な変異で あ り，末音節が 「高」か 「低」

か の 二 者択
一

で はな い 。逆 に ，1音節の 文節で は

こ の 音節内で の LHL （上昇下 降調 ）で下 降開始位

置 に よる弁別が不可 能，と考えれ ば宮之浦方言で

1 音節文節 で 型 の 弁別が な い こ との 説明が つ く。

3．2．3　文節声調

　宮之 浦方言の 文節は，A 型 ・B 型 とも，上 昇調

で は じま りピー
ク に達 して 下降調で終 わる，とい

う型 を持 っ て い る 。 ピー
クが A 型 で は 文節 頭，

B 型 で は文節末の 近傍に あ り，文節の音節数が 増

える と，A 型で は下降，　 B 型で は上昇 の 曲線が 延

び る 。 A 型の 下降曲線は，　 LH に後続す る部分が

2 音節 を超 え る と，（L ）HL の 急激 な下 降 と文節末

の 1音節の 下 降の 間 に 下 降の 緩 い 部分が続 く，と

い う二 段下降 とな る。た とえば，［［オ
ー

］ソ
ーロ ー

］

デ 「大騒 動で 」（自由会話 1）で は，ソ ーロ ーで

はほ とん ど下 降が 聞 き取れない が，下降曲線が急

な末音節デ は低 く聞こ え る 。長 い 末音節の 下 降調

は知覚可能で ある。B 型 の 上 昇 曲線は，文節が長

い と H の 卓立 が 目立 た な い 多音節上昇で ，た と

えば タ ン ゴ ノ ミ
ー

ル ユヲ 「桶 の水 を」（自由会話 D
で は頭音節 の 、E昇調は聞 き取れ る もの の徐 々 に 上

昇 が緩やか になっ て 末音節で下降に転 じる ピ ッ チ

形 が現れ る 。

　 連文節構造で は後続文節の ア ク セ ン トの 上 昇調

が抑制され，下 降開始 まで 平板 な ピ ッ チ となる「ア

ク セ ン トの 弱化」が しば しば観察 され る 。 弱化 し

た文節 と の 境界は，前部文節末の 下 降調か らの

ピ ッ チ 下 降 の 停止 と し て 聴覚的 に 判別 で きる。

A 型 の 先行文節は，末音節前後で 2 段の ピ ッ チ差

が聞 き取れ る 。 B 型 の 先行文節で は，　 H が文節終

端に 近 い と，こ の 位置か ら次文節冒頭 まで 続 く急

な
’
ド降が，金田

一
（1954）の 〈ア ク セ ン トの 瀧〉（

“
｝

tt

で 表記）の よ うに聞 こ え，末音節 の L が 聞 き取

れな い 場合が ある 。

（12）［［サ バ ］ッ イ ］］（A ）イグ ］二 （A ）

　　　　 「鯖釣 りに行 くの に 」　　 （自由会話 2）

　　 ［［ノ ム ｝（B）ミ ル ］ガ （A）

　　　　 「飲む水が 」　　　　　　 （自由会話 ］）

［［ナ
ー

］コ ゴ ］夕 （A ）ア ッ テ ］モ （B）

　　 「泣 きた くて も」　　　 （白由会話 2）

ヨ カ ドコ イジ ャ ］］（B）ナカ ッ タ ］］（B）

　　 「よか っ た ど こ ろ じ ゃ なか っ た」

　　　　　　　　　　 （あい さつ 8 祝儀）

3．2．4 　ま とめ

　談話音声 資料の 聞き取 りに よ り，3 章冒頭の 問

題点は ，ほ ぼ 結
’
論を出すこ とが で きる。

（a）宮之浦方言 B 型 の ア クセ ン トの 単位 は「文節」

　　で ある 。

（b）宮之浦方言 A 型 は，「文節頭 部固定型 」で あ

　　る が，文節末に も 1 音節以内 の 下降調が あ り，

　　文節両端固定型 ともみ る こ とがで きる 。 A 型 ・

　　B 型 とも助詞 の 接続な どで 移動す る ピ ッ チ配

　　列があ る，とい うこ とか ら，鹿児 島方言 と 同

　　様 に 「真性二 型ア ク セ ン ト」とみ なすこ とが

　　 で きる 。

（c）先行研究 に 共通 して 助詞付 きの B 型文節 で

　　報告 され る揺れ は 、談話資料で も同一の 話者

　　の 近接 した発話で確認で きる が，ピ ッ チ の 分

　　析 か ら，B 型文節末の HL の 音節配分の ずれ

　　 に よ っ て生 じて い る と考え て よ い 。先行研 究

　　で 揺れ の 報告 の ない 助詞の な い B 型 文節 で

　　 も 3音節以上 の もの に 同様 の 原因 に よ る とみ

　　 られ る揺れが確認で きる e 先行研究で 揺れが

　　報告され て い な い の は，助詞付 きの語例が連

　　文節環境 の デ
ー

タ を基 に して い る の に対 し，

　　 助詞 の ない 語例が単語調査 の み に よっ て い る

　　 た め で は ない か と推測す る 。

　声調配列の 固定 した語声調 を文節 ア クセ ン トに

仮定す る こ と に よ り，音節数 に関わ らず一貫 して

頭高型 が現 れ る宮之浦方言 A 型 と，他 の 屋久 島

諸方言 の 2 音節 目ある い は 2 モ ー
ラ 目に固定 した

「高． を もつ A 型 は，ともに LH とい う声調配列

をもっ て お り，頭音節が短 い 場合に LH が，頭音

節内で上昇調 と して実現 しうるか 2 音節 を要する

か の 音節 へ の 配分が違うとみ る こ とが で きる 。 屋

久島諸方言で お きた ア ク セ ン ト変化 を，こ の よ う
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な語声調 とその音節配分 の変化 と して 見直す こ と

に よ り，「類型変化」 に よ る 説明に 代わ る系統 史

を組み 立 て 直す こ とが 第 4 の 課題 となる、，

（13）宮之浦方言の 語声調

　 　 A 型 ：LHL ＋f

　　 B 型 ： LくHL

4．屋久島諸方言の ア クセ ン ト

　鹿児島県立 図書館 で は ，方言 ラ イ ブ ラ リと し て

県内 88 市町村 で 1972年か ら 1986年 ま で に 収録

した方言 談話音声 を公開 して い る
4〕

が，上屋久町

と屋久町 （現屋 久島町）の 方言 テ
ープ は 22 本 に

及 び，上屋久町楠川，永 ［1］，屋久町安房里，尾之

間，栗生 の 5 地点の もの を含む。楠川 以外は先行

研究の 記述が ある 。 こ れ らの 5方言に つ い て ，音

声資料 を PCM 音源に デ ジ タ ル 化 した も の を，宮

之浦方言 と同様の観点か ら分析す る。

　断定の 助動詞 ヤ 〜ジ ャ は鹿児島方言 で B 型 の

「独立する付属語」で あ り，「文節」が 2 アク セ ン

ト単位に分割され るが ，屋 久島の 二 型ア ク セ ン ト

で も助詞 の 接続 と は 異 な る 実現形 に な っ て い る こ

とが 上村 （1966，p．57） の 補足例 に み え，助動詞

ヤ が A 型二 拍 語接続 で L，B 型 二 拍語接 続で H

と ピ ッ チ を変える 方言が ある こ とが わか る 。 屋 久

島方言で もヤが文節 と して独立す る付属語で あ る

な らば，先行二 拍語 単位 の 型の 弁別が後続す る単

位の 冒頭 に実現す る例，とい うこ と に なる 。 同様

の 例は，特に短い 先行文節に後続する 位置で ，断

定の 助動詞 以外の独立 する付属語 を含む文節で も

聞か れ る 。 こ の よ うな短 い 文節が 発話の 巾で ど の

よ うに実現 して い る か に 関 して も注意す る 。

　文節 を特徴付ける ピ ッ チ形 の 音 韻 表記 は，H ・

L の 2 つ の レ ジ ス タ ーの 配列を基 本 と した 。 文節

頭あ る い は文節 末の 固定 し た 配列 は H ，L で ，文

節の 長 さ に応 じて音節数が可変で ある部分 で の

H ，L の 連続 に つ い て は 、　 H ＋ ，L＋ で 表記 した。平

進 の H ＋ に先行す る 上 昇 と後続す る 下 降は LH ＋
，

H ＋L で ある が，こ れ に対 して 低 い 平進 の L＋ に先

行す る上昇 と後続する下降は ，rL ＋ と L ＋fで 表記

す る 。

一
方，宮 之 浦方言 の B 型の ように，可 変

部全体 と して多音節の 上 昇調 と な る場合に は ，
“
く
”

を用 い て L＜ H と表記 す る 。

　文節連続 における H，L を超え た ピ ッ チ 変化 の

記述に，以下の 2 種の 記号を用い る 。

（i） 文節境界声調 ： ｝（ピ ッ チ下降），

　　　　　　　　 ｛（ピ ッ チ上昇）

　文節単独で の 言 い 切 りで実現せ ず，複数の 文節

が 連続 して発話 され る環境 で の み 確認で きる よ う

な ピ ッ チ変化で ある 。 金田
一

（1954）の くア クセ

ン トの 瀧〉は，｝に相当する 。

〔ii）ア ク セ ン トの 弱化 ：！II

　句切 りの な い 連続 した 発話で ，宮之 浦方言 の 2

番 目以降の文節で は，H へ の ピ ッ チ上昇の 非実現

と分析で きる ピ ッ チ パ タ
ー

ン が 現わ れ，L く ！H で

の 上 昇が制限 され，低平調に 聞 こ える音形で実現

す る 。
こ れ に対 し，後続音節 へ の 下 降は 聞 き取 れ

る 場合 が 多い こ とか ら，こ の よ うな ヒ昇 の み の 抑

制 を，H の表記を残 して 旧 と表記する 。

　語例 の 出典は，方言ラ イブ ラ リが CD −R 化 して

い るテ
ープ につ い て は その 資料 （県立 図書館で の

「市町村番号 一テ
ー

プ分類番号 」 形 式の テ
ープ分

類 と，テ ープご と の CD が 2 枚に わた る と きは そ

の 番号，CD −R の トラ ッ クナ ン バ ー＃）で の 開始

位 置の 時間を示 しだ ， CD −R 化 さ れ て い な い テ ー

プは トラ ッ クナ ン バ ーで は な く A，B （面）で 表

記 した，，

4．1　楠川方言

　屋 久島北東部の 海岸線 の ほ ぼ中央に位 置し，西

に 隣接 して 宮 之浦集落がある 。 方言ライブ ラ リ の

テ
ー

プ （82−1）に収録 され た 談話 は県立 図書館長

をま じえて の 楠川方言語彙や 楠川 の 過去 に 関す る

回顧で ある 。 こ の 方言の 二 型 は次の よ うに分析 で

きる 。

（14）楠川方言の 語声調

　　 A 型 ： LHL ＋ （f），　LH ｝

　　 B 型 ：LH ＋ （L）｝，
　LH ｛
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図 3 （楠川方言）

　 　 　　 　 　 Time （s）

ゴ ［ム 】タービオ 1バ 「地 下 足袋を」（82−1＃217’40”）

0．972

　A 型 ・B 型で 共 に，文節頭固定の LH の ピ ッ チ

上昇が現われる 。 こ の LH は，頭音節が，全 体が

有声の 長い 音節で あれ ば こ の 音節の 上 昇調 として

実現す る の に対 し，短 い 音節や促音に終わ り無声

部 を もつ 長 い 音節で は ，H の 実現は 2 音節 目の 冒

頭 とな り，こ の 2 音節 目が 無声拍 の 場合 は H の

実現が 3 音節 目とな る 。

　A 型で は ，こ の 上昇 の あ とで た だち に ピ ッ チが

下 降す る 。 LH に続 く下 降は，文節頭 が有声の 長

音節の ときは次音節の L ，それ 以外で は，二 音節

目が有声の 長音節な らば下 降調 として，短い 場合

や促音 に終 わ る 長 音節 な らば 三 音節 目の L と し

て 現われ る 。 文節が こ れ よ り長 い と，複数の音節

にわ た る ゆ る や か な下降で 低平調に 聞 こ える L＋

が続 く。
B 型 は LH の 直後の 積極的な下 降を欠 く

こ と で A 型 と区別 され る。文節末まで H を平進

で 維持 し文節 末の 卓立が な い こ とが特微的な方言

で ある 。

　連 文節構造 で は，先行文節末の境 界声調が A 型 ・

B 型共 にあ り文節境界が知覚で きる 。 A 型の 壇界

声調は，宮之浦方言 に似 た 二 段下 降 f と して 文節

末音節に実現 する 。

（15）ゴ ［ム ］タ
ービナ ン ］ダ 「地下足袋な どは」

　（82−1＃217 ，32，，）

　B 型先行文節で は，境界声調 ｝に よる音節境界

で の ピ ッ チ下降に先立 つ 先行文節末音節頭か ら下

降が 開始 し末音節の 前後で 2 回 の段差が知覚で き

る場合が ある 。

（16）［クイモ ｝ナ ア ン ヨー
］ナ

　　 「食 うこ とも （B ）で きない ような （B ）」

　　　　　　　　　　　　　　 （82−1＃144 ’43 ”

）

　　 ミ ［ヨ ッ ］タ ｝トコ イ ］］ガ

　　 「見て い た （B）とこ ろ （A ）」

　　　　　　　　　　　　　　 （82−1＃115 ’47”

）

　　 ヤ ［マ ］二 ｝ハ イ ル ｝トキ ャ

　　 「山に （B ）入る （B） と きは （B）」

　　　　　　　　　　　　　　 （82−1＃214 ’41’つ

　　 イ ［マ ］ノ ｝ス ン ポ ーデ

　　 「今の （B ）寸法で （B ）」　 （82−1 ＃12P26 ”

）

声調実現の タイ ミ ン グ に よる揺れ は こ の 方言で

も観察 され る。（17）は A 型 文節頭 の LH が 2 音
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節に わ た る 上 昇調か ら の 下 降が 遅 く 3音節 目 まで

が高 く聞こ える 例で ある 、，

（17） ツ ［ミダ ｝シ ヨ ッ ］タ

　 　 「積み 出 して い た」

　　 ア ［タ イ ド1ガ

　 　 「私 ど もが 」

〔82−1＃129 ’15”）

（82−1＃28 ’54”

）

　B 型 文節末音節で は，比較的長 い 文節 を中心に

L が 出現す る こ とが ある 。 宮之浦方言 の よ うに
一

貰 して L が 観察 され る わ けで は ない の で ，連文

節構造で は必ず音声的に実現する境界声調 ｝（任

意に先行文節 末音節か ら 開始）が，変異形 と して

連文節構造以外の 位置で 任意 に 末音節下降 として

実現 して い る t と解釈する 。

（18） ワ ［タオ ］バ

イ ［ロ イ ］ロ

［［オ ン ナ シ ヨ ー
］ナ

［［サ ン ニ ン バ ］カ イ

「腸を」

　　　（82−1 ＃213 ’45”）

「い ろ い ろ」

　　　 （82−1＃16，51，’〉

「同 じような」

　　　 （82−1＃18 ’41”〉

「三人 ばか り」

　　　（82 −1 ＃218 ’29”

）

　連文節 の ア ク セ ン ト境 界が任 意に 削 除 され て

1 ア ク セ ン ト単位 に統 合 した と分析で きる構 造
5｝

で も末尾の L が観察 され る こ とが あ る。

〔19） オ ［ケ ン ナ カ 1デ

　　 「桶の （B）中で （B ）」　　 （82−1＃143 ’35”

〉

　 　 ヒ ［ラ ケ テ ナ 〕カ

　　 「ひ らけ て （B ）な い （B ）」　 （82−1＃114’23”〉

　 　 ム ［ギ ノ ア ト］二

　 　 「麦の （B）後 に （B ）ゴ　 　 （82−1＃133 ’47”）

　　 ア ッ ［タ モ ン ］ジ ャ （ナ カ）

「あっ た （B） もん じゃ （B ）」

　　 　　　　　　　 　　 〔82−1 ＃215 ’46”）

頭音 節が 短 く H が A 型 ・B 型共 に 2 音節 目で

実現す る 2 音節文節は，後続 の 文節が ない 場合 はs

2 音節目末尾 の 下 降曲線の 有無 の み で 型の 弁別が

実現す る 。 後続する文節が あ る場合 は，文節境界

を越 え 次文節の 冒頭 で 型 の 弁別 （L の有無）が見

られ る例が あ る。頻 出す る 引用 の 助詞 テ は ，ア ク

セ ン ト単位 と して 独立する こ とが で きる 助詞で あ

り長 い B 型文節の 後で は低 い ピ ッ チ か ら の 下 降

調 と なるが，短 い 2 音節の B 型 文節 に 接続す る

例で は ，先行 B 型の 語末か ら冒頭に 高い 上 昇 を

伴い ， E昇下 降調で 実現す る e

（20）ハ ［ウ （］」）｝テ ］］イ
ー

ヨ ッ ］タ

　　 「（母さん）（A ）と言 っ て い た．」

　　　　 　　　　　　 　　　 （82−1＃14 ’53 ”

他）

　　 ク ［エ ｛テ ］1イ
ー

ヨ ッ ］タ

　　 「（桶板材）（B ） と言 っ て い た 」

　　　　 　　　　　　 　　　　（82−1＃120’09’つ

　　 c £ ハ ［ウ ］ナ ン ］ダ ア

　　 「母 （A ）な どは」　　　　 （82−1＃15 ’50”）

　　 ク ［エ デ ｝

　　 「板材 （B ）で 」　　　　　 （82−1＃120’59”）

4．2　永田方言

　 旧上屋久町北西部の 集落で ある 。 テ ープは，全

国方言資料 と似 た場面 設定に よ る 方言会話 の 寸劇

を録音 して い る 2 本 と 90 歳代 の 話者 を中心 と し

た座 談を収録 した もの 4 本があ る 。 先行研究 は，

1音節 の 文節 で 型 の 弁別 が あ る こ と，短 い A 型

2 音節名詞 で 2 音節 目 に 下 降調が あ る （L−HL ）とい

う点で ・致 して い る 。 これを声調配列 に まとめ る 。

〔21）永 円方言の 語声調

　　 A 型 ：LHL ＋（f），
　LH ｝

　　 B 型 ： rL ＋HL ｝，　LH ｛

　A 型で は 文節頭 か らの 上昇調 LH が観察 され，

冒頭短音節で の ヒ昇は，楠川方言の ように 2 音節

目が H に 聞 こ え る実 現形 と宮之 浦方言 の よ うに

頭高に 聞こ え る 実現形があ り、同
一

の 語 で 連続 し

た談話 の 中で 双方が聞かれ る 例 もあ る 。 文節頭長
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図 4 （永田 方 言 ）

　 　 　 　 　　Tjme （s）

［［ヨ 1イ チ ベ ー
［ノ 「与一兵 衛 の 」 82−5−2 ＃124

’
46
”

0．8458

音節 で は こ の 音節内で 上昇が 終 わ る 。 長 い A 型

の 文節末 に は 通常 は 2 段 目の 下 降 fが現 わ れ る 。

長 い B 型 文節 は末音節だ けが 高 く聞 こ え，先行

研究の
一

音節 卓立 と
一

致す る 。 ただ し，文節頭に

上 昇が あ るた め平進部分 の L＋ は ピ ッ チが 上 が っ

て 全体が高 い u
’LH の 上 昇調 は次末 音節で 開始 さ

れ て い る こ とが 多 く．末音節 で は こ の H に 後続

した下 降曲線が 現れ る c

　B 型文節末の こ の 下降開始の タ イミ ン グに よ っ

て は，文節末音節が 先行音節 よ り低 く聞こ える場

合が あ る （例 　ア ［ニ キ ［ワ 82−3−2 ＃110’21”〜

ア ［ニ キ ］ワ 82−3−2 ＃110 ’17”「兄貴は」オ ［トー

ト［ガ 82−3−1 ＃18 ’05” 〜オ ［ト
ー

ト］ガ 82−3−1 ＃1

8’59”「弟が 」）。

　長 い B 型 文節 と後続す る 文節 の 間 に は 境 界声

調 ｝が 現れ るが，主 と して 短 い B 型 文節 の 後の

境界声調 と して ｛が現れ て ，後続文節の 冒頭音節

が高 く実現 す る例 は音声資料に頻 出する 。こ の 境

界声調 に続 く B 型 文節で は 冒頭音節の みが 高 い

点で ，「句切 れ」が あ っ て弱化 しな い 文節 と区別

で きる 、，

（22） イ ［カ ン ｛シ ェ ］バ （82−2−2 ＃19 ’55 ”

他）
〜

　　 イ ［カ ン ｝シ ェ ］バ 　　（82−2−1＃128 ’43”

イ也）

「どう （B ）すれ ば （A ）」

ド ［コ ｛ヤ ッ タ ト カ

「ど こ （B ）だっ た の （B ）」

　　　　　　　　　　（82−2−1＃125 ，25”

イ也）

ハ ［ヨー
｝モ ロ ッ ［テ ｛コ ］ニ ャ

ー

「早 く （B ）戻 っ て （B ）こ ない と （B）」

　　　　　　　　　　　 （82−2−1＃123’13，’）

4，3　安房 里方言

　犀久島南東部に位置する集落で あ る 。 方言 ラ イ

ブ ラ リ音声 資料 83 −10，83−11 の 2 本 は 二 名 の 母

語話者の 対談で ある 。 同 じ方 言 （安房）の 記 述 と

み られ る上村 （］966）で は，A 型 2 音節文節で 頭

高とな る こ とが特徴的で ある 。 助詞 を伴 う 1拍名

詞が す べ て A 型 と い う記 述 に は資料に 反例が あ

る 。 こ の 方言 の 二 型 は次の ように分析で きる。

（23）安房里 方言 の 語声調

　　 A 型 ：LHL ＋（f）｛

　　 B 型 ：rL ＋H ｝

　文節 冒頭 の LH は，3 音節以上 の A 型文節 で は

楠川方言 と似た分布で ある 。 2 音節 文節で は ，頭

音節 の 長 さにか かわ らず頭高に 聞 こ え る が，波形
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の 冒頭に上昇調があ り LH が頭音節 内部で実現 し

て い る こ とがわか る 。 頭音節に促音 をもつ 2 音節

文節で は ，ピッ チ の 上昇部が 無声 に な る た め ，注

意 して 聞 くと 2 音節 目の 下降調が 聞き取れ る 。

　B 型 文節 は，永 田方言 と同様な 2 段上昇 と末音

節の 卓立 が ある。 しか し永 田方言の ような文節末

の 下 降はな く，言 い きりで は高平調が しば しば観

察 され る。B 型文節末 の L は 少な い が 例が あ り，

楠川方言 と同様，文節境界声調 ｝の変異形であ る

と解釈す る 。 こ の 場合は次末音節が卓立 した高平

調 で ある 。

（24）ゴ ［ジ ュ
ーメ グ ［ライ ］二 ｝シ ］テ

　　 「五 十匁 ぐらい に して 」　 （83−10−1＃ll4 ’04”

）

ジ ［プ ン ］デ ［ネ

「自分 で ね」 　　（83−10−1＃114’58”）

cf．ジ ［プ ン ［デ （頻 出）

　A 型 文節 末 に は ，句切 りな く次 の 文節 に接 続す

る場合 に境界音調 ｛が現れて ，次文節 の 冒頭 にわ

ずか な ピ ッ チ．E昇が観察 され る 。 こ の境界音調に

先行 して 観察 され る A 型文節 末の 二 次的な下 降

調 fは．境界音調 ｛の 実現に付随す る もの と分析

で きる 。

　長 い 複合語が 2 ア クセ ン ト単位 と して発話 され

る例 も多 く，そ の 場合，先行の A 型 文節末に は

境界声調 ｛が現 れ る た め ，後続 の L ！H に先行 し

たピ ッ チ の 谷が現れる 。

1音節名詞の A 型へ の 統合が確認で きる 。 特徴的

なの は，A 型 文節 の HL に後続す る L＋ の ピ ッ チ

形で ある 。 最初の 大 きな下 降の後 は ，ほ ぼ 平進 と

な り，二 次的 な下 降 fが な い 。句切れ の な い 後続

文節が あれば平進が続 く。 揺れ を含 む声調配列は，

以下 の ように まとめ られ る。

（26）尾之間方言 の 語声調

　　 A 型 ：LH （＋）L ＋

　　 B 型 ：LH ＋ ｝

　 A 型 の 冒頭で の 上昇調は短 く，遅 くと も 2 音節

目の 冒頭には ピー
ク に 達 して 維持 され，長頭音節

で は こ の 音節全体が高平調に 聞こ える印象 を与え

る 。 長 い 文節で 文節頭の 短 い 2 音節が高 く聞 こ え

る点は宮之 浦方言 に 似 る が ，長音節を含む ときも

2 音節の 高平調 に 聞こ える場合が あ る 。 さ らに，

H ＋ が頭音節 を含 まな い 2 音節 以上 にわた る発話

もあ る 。

（27）［［ヨ ン ジ ュ ッ ］チ ョ
ーブ

「四十町歩」

ト［ロ バ ］コ

「と ろ箱」

カ ［ゴ シ ］マ ノ

「鹿児島の 」

ナ ［ガ タ ］ニ モ

「永田に も」

（83−4−1＃17’48”）

（83−6−1＃1　1P44
”
）

（83−5−2 ＃18 ’58”

）

（83−5−2 ＃124 ，30，，）

（25）ム ［ジ ョ
ー

］］ケ ン ｛コ ー
フ ク

　　 「無条件 （A ）降伏 （B）」 （83−10−2 ＃119’23”）

　　 ［［ジ ョ
ー

］リ ］ク ｛ス ン ゼ ン

　　 「上 陸 （A ）寸前 （B ）」　 （83−10−2　＃119 ’33”

）

4．4　尾之間方言

　屋久島南部 の 集落で ある 。 方言 ライブ ラ リへ の

収録テ
ープ は 8 本で 話 し手 も多数で ある 。 先行研

究は，A 型 ・B 型 と も記述 の揺 れがある 。 1音節

名詞 は 型の 弁別がな く助詞 を伴 う文節 で A 型側

に 統合する。資料で も，［司
一

話 者 の 発話 の 揺 れ と，

　同 じ話者の 同 じ語の 発話で 揺れが み られ る場合

も， こ の 種の H ＋ の 長 さの 揺れが多い 。

（28） イ ッ ［カイ ゴ ］トニ 　 （83−6−2 ＃124 ’37”

）〜

　　 イ ッ ［カ イ ］］ゴ トニ （同 24’45”

）

　　 「一回毎に」

　　 ［［サ ン ジ ガ ッ ］コ
ー
　 （83−6−2 ＃116 ’20”

）
〜

　　 ［［サ ン 1ジ ガ ッ コ
ー
　　　　　（同 16 ’42”

）

　　 「三時学校」

尾之間方言 で は，A 型文節末に境界声調 を欠き，
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2 単位の 連続か A 型 1 単位へ の 統合が あるか判断

が つ か ない 場合が ある 。 統合が ある と判断で きる

長 い 複合語の 例 を示す。

・後続する A 型 の HL が 実現 しな い

（29）［［メ ー
］ジ ジ ダイ ノ

　　 「明治 （A ）時代の 儀）」

　　 cf．［［メ ー
］ジジ ダイ ］］ノ

　　 「明治 （A ）時代の （A ）」

（83−2 ＃15 ’50’
「
）

（83−5−2＃14 ，10”

）

・後続する B 型 とそ の 後 の 文節 の 間の 境界声調

が実現 しない

（30） コ ［ク 1リ ツ コ ーエ ン ニ ナ ッ テ

　　 「国立 CA）公 園に （B ） な っ て （B ）」

　　　　　　　　　　　　　　　（83−2 ＃17 ’35”

）

　つ ま り，A 型 文節 と B 型文節 の 連続 で は ，さ

ら に そ の 後 に B 型文節 の 境界声 調が 実現す る よ

うな環境で ない 限 り，B 型文節が独立 した ア ク セ

ン ト単位 とな っ て い るか どうかが 判断で きな い の

で あ る。尾之 間方言で A 型 の 語 に接続す る助 詞

が独立 した ア ク セ ン ト単位 を構成 して い な い こ と

も，他方 言の ような文節末を特徴付 け る声調配列

に よ る の で は な く，上記の よ うなア ク セ ン ト統合

の 判断基準 に よ っ て 推定で き る。

4．5 栗生 方言

　旧屋 久町西 端の 集落の 方言 で ある 。 同 じ聞 き手・

司 会 に よ る 4 本 の 資料 の う ち，83−9，83−12，

83−13A 面の 話者が 共通 の 2 名，83−13B 面，83−14

が 別の 3 名の もの で ある 。 前 者の 1 名は A 型の

長 い 文節 で，屋久 島諸方言 に特徴 的な冒頭部 の

HL が 現 れ な い た め ，こ の 話者の 発話は分析か ら

除外する 。 先行研究に よる と，A 型で頭高が 現わ

れ な い タ イプ で あ り， 1音節名詞が型 の 弁別 を失

い 助詞 を伴 う文節が B 型 とな る点が 特徴 的で あ

る ． 声調配列は以下の よ うに ま とめ られ るが，そ

の 配分に 特徴が ある。

（3D 栗生方言の 語声調

　　 A 型 ：LHL ＋f
，
　LH ｝

　　 B 型 ：L〈 H（L）｝，LH ｛

　A 型 の 冒頭 の LH は，頭 音節が 短い 場合 は しば

しば後続音節 との音節間で の 急激な ピ ッ チ上 昇と

して 実現す る 。 H が，短か い 頭音節 に続 く位置で

は 2 音節 目，有声の 長 い 頭音節で は こ の 音節全体

14．04

6

0

894　■

（

N

＝
OO

一

ミ
の

。

＝

8
星
琶
」

9
←

二

1　

　

　

　

　

　

　

　

1
ご

I　 　　 　 l　 　 　
I

l　　　 I

I 　 1

〆

湾

iI

1

i

　 　 　 　 　 1

＾

、

Y＼
　 　 　 ●

1

气8f
〜

丶

　 　 　 ．．

mka βa anoma 　　r墨
　 1

ta：BO de

L　　H 　　 L　　　　 L　　 旧 L　　　 L　　　 H　　L＋　　　　　　　　　f
　 I　　　　　　　　 　　　　 l　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 I

0

図 5 （栗生方言）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ll26

　　　　　　　　　　　 Time （s）

ム ［カ 】シャ ］ア ］ノ マ ［ル ］タ
ーゴ ｝デ 「昔 は あの ，丸た こ で」 83−12−B−44 ’14”
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に ，音節の 長 さに関わ らず高平調の 印象 を与える

程度に 持続 した後で ，次音節 と の 間で急激に下降

す る 。冒頭 部の 1 音節卓立 が 特徴的な ピ ッ チ 形で

あ り，長母音や こ の 位置で 長母音化 した短母音の

高平 調が 他 方言 の 下 降調 と比 べ て 際立 つ （ム

［カ
ー

］シ ］ノ 「昔の 」83−13−B −37’30”

他頻 出な ど）。

長 い A 型 文節末 に は 2 段下 降 fが現れ る 。 短い 2

音節 の A 型 文節 で は，後続 文節が なけれ ば 2 音

節 目が 下 降調 となる が ，後続文節が あれ ば 2 音節

目が卓立 して高平調 となる 。 1音節名詞の B 型へ

の 統合 も，こ の H の 持続の 要求に 関係付け ら れ

るか も しれ な い
。

　B 型 文節 は語末 音節に H を もつ 多音節上 昇調

で あ り，か な り長 い 文節 （例 ： ダ ゴ トイジ ェ ン マ

ノ ］「雑 魚 取 り伝 馬 の t83−14−A −34’29”）で も全

体 と して の 上昇 が 聞 き取 れ る。また，末音節 に大

きな ピ ッ チ下 降が現 れ て，末音節が低 く聞 こ える

発話 が短 い 文節で しば しばみ られ る （［［ダイ ［ク ］

ガ 「大工 が 」83−13−A −18’49”

他）。 長 い 文節で は，

全体に音節が短 くなる ためか，後続する文節が な

い 位 置で の 下 降は 目立 た な い
，、

　B 型文節で は，短 2 音節文節 に 限 らず，次文節

の 頭音節冒頭 ま で の 上昇継続 と それ に続 く下 降の

例が比較的多くみ られ る 。 （例 ： ハ ン ブ ン ｛ジ ャ ］

ネ 「半分だね」83−14−B −3’46”

ワ リ
ー

｛コ ｝トバ カ

イ　「悪 い 　（B）　こ とば か り　（B）」83−14−B −17’OO”

）、，

5．結論

　木部 （2000） で は，屋 久島諸方言 の A 型の 文

節頭 に現 れる LHL が長崎方言や ゴ ンザの 方言 と

共通する 点に 着 目 し て 保守形 とみ な し た 。 しか し，

こ の 形が屋 久島で の 変化の 結果生 じた とい う考 え

方 も可能で あ り，また，そ う考 えたほ うが都合が

よい 事実 もあ る。

・木部 （2000 ）に よ れ ば ，種子 島方言 で は他方言

　 の A 型に対応する   型 は 文節頭に特徴的な

　ピ ッ チ をもっ てお らず，
一方，B 型 に対応す る

　 （II）型 に LIILが ある 。 後者が革新形であ るな

　 らば，屋久島 の A 型 の LHL も変化 に よ っ て 生

　 じた可能性が ある 。

・鹿児 島 県本 ：ヒ方 言 に は A 型 ・B 型 の 双 方 に

　LHL を もつ 重起伏型方言が分布する 。

・屋 久島で 唯
一

の
一

型 ア ク セ ン トと報告 され て い

　る平内方言 は，文節末に特徴的 な ピ ッ チ 形 を も

　つ 型 に統一
され て お り，

・
型 化す る前には A ・

　B 両 型 が 共 に文節 末の み で 弁別 され る方言で

　あ っ た と 考 える ほ うが 自然 で あ る ． LHL が よ

　 り古 い 形で ある とすれ ば，A 型 で LHL を失 う

　変化が鹿児島県本土 ・種子島 ・屋久島平内で そ

　れ ぞれ個別に 起 きた と考えな ければ な らな い
。

　こ れ ら の 点 を考慮 し て ，LHL の な い 以 下の よ

うな祖形 を立て る 。

（32）屋久 島 ・種子島 ・鹿児島共通祖語

　　
＊LH ＋｝（A 型）fL＋H ｝（B 型）

　　　　　　　　　　　　　　 → ＊LH ＋L／L＋H ｝

　以上 の 各方言 と宮之浦方言 の 分析は，以下 の よ

うに ま と め る こ とが で きる 。

1． 6 方言すべ て が，文節ア クセ ン トで ある 。

Il． 尾之 間方言を除 く 5 方言は，　 A 型文節は文節

　　頭だ けで な く文節末に も文節境界 を不 すよ う

　　な固有 の ピ ッ チ 形あ る い は境界声調を もつ 、，

　こ れ らの 特徴は，鹿児島県本土 諸方言 の 二 型 ア

ク セ ン トと共通で あ り，尾之 間方言の例外を こ の

方言で の 変化の結果であ る と考えれ ば，屋 久島方

言 と鹿児島方言 の 共通祖語 の 特徴 と して ，こ れ ら

の 性質を備 えた方言 を仮定する こ とがで きる 。

　左 側 の ピ ッ チ形 （早上 が りf遅上 が り）で 弁別

され，文節末に境 界声調 をもつ 音形 で あ る 。 A 型

は現在 の 種 子島方言に残 り，B 型は 鹿児 島方言に

残 る と考 えた が，こ の 形で は 短い 文節 で 弁別 が

困難な点 を考慮す る と．種子島や 屋 久島の B 型

に残存す る境 界声調 ｛が祖語 に 遡 る可 能性 もあ

る。 い ず れ にせ よ，文節末に何 らか の 固定 した

声調があ れ ば よい 。 A 型 で は境界声調 に よる下 降

調 が 早 まる こ とに よ り，右側 で も型 の 弁別 に 関

与す る ピ ッ チ の 違 い が 生 じた と考 える 。 こ の 境

界声調 の 早め は，そ の 後屋 久島で もB 型 で 繰 り
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返 され た 二 型 ア ク セ ン トに 起 こ りや す い 変化で

ある と考 える 。

（33）鹿児島県本土
6〕

　　
＊LH ＋L！LH ＋ ｝

　　　　　→ L ＜HLIL ＜ H ｝〜 H 亠 Lf1H ＋（L）｝　（北薩i＞

　　
＊L＋ HL ！L ＋H ｝

　　 → L ＋HL ！L＋H ｝（鹿児島）〜 （重起伏諸方言）

　　　　　　　　　　　　
・一　L＋H ｝ （諸県

一
型）

　鹿児島県本土で は ，こ の右側の ピ ッ チ 形が専 ら

型 の 弁別 に 関与 し，左側 は 文節の 境界表示の み に

関 わ る ピ ッ チ 形 と して 統
一

され て A 型 ・B 型 が

共通 に変化 した 。 こ れ に対 して T 屋久島と種子 島

で は左側の ピ ッ チ形 も型 の 弁別に 関与 した異な る

音形 を保 ち，A 型 と B 型 で 文節頭部が 異 な る 変

化 を経 る 。 文節頭 の ピ ッ チ 隆起 （LHI．）が A 型

の みで起 きたの が屋久島，B 型の み で 起 きた の が

種子 島で ある と考える 。 屋久島で の変化 は，地理

的 な位 置 関係 を考慮 し，H が単な る ピーク で はな

く高平調音節卓立 （H で 表記する） を起 こ す よ

うな長 さを もつ 南部の 諸 方言 を，別 の 変化で生 じ

た もの と考える こ とにす る 。

（34）屋久島主流

　　
＊LHL ＋ffrL＋H ｝→ LHL ＋f／rL ＋HL （永田）

　　　　　　　　　　 → LHL ＋ffL＜ IIL （宮之浦）

　　　　　　　　　　 → LHL ＋ftLH ＋（L）｝　（楠川）

　　　　　　　　　→ LHL ＋ （f）｛！rL ＋ H ｝（安房）

（35）屋久島南部

　　
＊LH ＋ L！LH ＋ ｝→ ＊LH ＋L → （平内

一
型）

　　　　　　　　　　？→ ＊LH ＋L ＋ILH＋｝

　　　　　　　　　　 → LH −（＋）L＋1LH＋ ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾之 間）

　　
＊ LH ＋ LfL く H ｝→ LH −L ＋ F！L く H （L）｝（栗 生）

　　　　　　　　　　？→ ＊LH −L＋1LH＋ ｝

　　　　　　　　　　 → LH ＿（＋）L＋ILH＋ ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾之間）

（36）種子 島

　　
＊LH ＋ ｝1LHL ＋H ｝→ LH ＋｝1LHL ＋ ｛

　　　　　　　 （種子 島 ・南種子 町 島聞小 平山尸

　平内方言は ，先行研究に よれ ば，H の 位置が文

節末音節また は次末音節の 問で 揺れ る音形 をもつ

一
型 ア クセ ン ト （L 〈H （L）

〜 L ＋H （L））で ある 。 平

内 で の 型 の 弁別 の 喪 失 は，こ の 地 域 で A 型 で

LHL の ピ ッ チ隆起が 起 きる前 で あ っ た と考 えな

けれ ばならな い 。

一
方，栗生 の A 型 で LII−L の ピ ッ

チ 隆起が起 きた時点で は A 型 と B 型 は文節頭で も

弁別が あ っ たはずで あ る。尾之 間 の 位置づ け は多

くの 問題 を孕む。こ の 方言が 栗生 と共通 に LH ＿L

隆起 を経 て い る とみ るか ，ある い は，単に A 型

末の L の 音節数が 増えた とみ る か の 判断 は難 し

い 。 い ずれ の 経路 に せ よ，A 型 L 音節の 増加が L

の 平進化と文節末境界表示 の喪失 を引 き起 こ した

と考 える 。 尾之 間 A 型で 文節末境界表示が な い

点を屋久島 ・種子島 ・鹿児島共通祖 語 よ り古い 特

徴 の 残存 とする と，もっ とも急進的な変化 を起 こ

した平内 ともっ とも保守的な尾之間が 地理的に近

い こ との 説明が必要にな る 。

　以上の ような変化 を起 こす前の 屋久島・種子島 E

鹿児島共通祖 語形が 九州西南部の 二 型ア ク セ ン ト

全体 の 形成過程に どう位置づ けられ るか は，九 州

北西部地域の 「 型 ア ク セ ン トや こ れ に 隣接する
一

型 （ある い は無型）の ア ク セ ン 1・で の LII の 特

徴の 分布が明 らか に され る こ とを待 つ 。全国方言

資料 に収録 され て い る長崎県南高来郡有家町 （現

南 島原市）の 談話資料 は ，A 型 と B 型 とで 文節

頭 の ピ ッ チ 曲線が異 な る二 型 ア ク セ ン トで あ る

が ，A 型 の 文節末は尾之 間方言 と似た平進で ある 。

こ の ような方言は，屋久島 ・種子島 ・鹿児島共通

祖語 よ り吉 い 段階で 分岐 して い る可能性があ る。

〔付 記〕

　本 稿 は 平 成 23 年度科学研 究費基盤研 究 （C ）（課 題 番

号 2152041100） 「韻律 ラ ベ リ ン グ の デ
ー

タベ
ー

ス 化の た

め の 曲線 声 調 表 示 さ れ た 韻 律 階 層 の 日 印 対 照 」の 研 究

成果 に 基 づ くもの で あ る 。
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〔注〕

1）　ア クセ ン ト表記 は，本稿 の 語例の カ ナ ア クセ ン ト

　表記で 補助 的 に 用 い た 記 号 （音節 問 の ピ ッ チ F．−H ：

　
“
［
”
，下 降

層“
」
”
，次音節の 上 昇調 ：

“
［［
”
，先行音節 の

　下 降調
L‘
］］
”
） に改めた 。 助詞 を▽ で 表記す る 。

2） 本稿 で は 「ア ク セ ン ト句 亅と い う用語 を 用 い な

　い 。「句」 は すべ て 川 E蓁氏 の 「句」 を指して い る 。

3） 宮 之 浦方言談話資料 で は 「一ど こ い じゃ な か．1が

　肯定 の 強意 表現 と して 頻 出 す る。B 型 との 対 応 か

　ら，「〜ど こ い じ ゃ 」 ま で が 1 文節 と判 断で きる。

4） 2011 年現在，来館で の 利 用 の み が 可 能 で あ る。

研究 用複写 に 関 して は申請す る。

5） 鹿児島方言 につ い て は 児玉望 （2010b）参照 。

6） 児玉望 （2010a），児玉望 （2012） で 詳述 。

7） 全国方言資料収録音声 の 分析 に 基 づ く。
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